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今号の表紙
　1月16日、住吉神社で6年ぶりに行われ
た嫁ごの尻たたき（関連記事11ページ）。



「連結財務４表」って何？
　財務4表とは、①貸借対照表、
②行政コスト計算書、③純資産変
動計算書、④資金収支計算書のこ
とです。
　春日市では、一般会計（a）を中
心に、国民健康保険事業などの特
別会計（b）、水道企業団などの市
関連団体の会計（c）を合算（連結）
し、「連結財務4表」を作成してい
ます。
　個別に決算していたこれらの会
計を「連結」することで、市全体の
財政状況を把握することができま
す。

　
現
在
の
地
方
公
共
団
体
の
会
計
制
度
は
、

会
計
ご
と
の
現
金
の
動
き
が
分
か
り
や
す

い
反
面
、
市
が
整
備
し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ

資
産（
学
校
、道
路
、施
設
）な
ど
の
価
値
や
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
発
生
し
た

減
価
償
却
費
な
ど
の
目
に
見
え
な
い
費
用

情
報
が
不
足
す
る
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
不
足
す
る
情
報
を
補
う
た

め
、
総
務
省
の
指
針
に
基
づ
き
、
企
業
会

計
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
た「
連
結
財
務
４

表
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く
連
結
財
務

４
表
を
分
析
し
て
分
か
っ
た
こ
と
を
報
告

し
ま
す
。

（単位：億円）

「純資産比率」が、前年度から6.9ポイント下がりました。
これは、公営企業会計を採用している上下水道事業において、国の制度見直し（※）があ
り、平成26年度から貸借対照表の表記のルールが変わったことが主な要因です。

（図：資産と負債・純資産の関係）

＝資　産（A)

区分 説明 25年度 26年度 増減

資産（A） 市が保有する全ての資産
（道路、学校などのインフラ、現金、債権など） 2314.29 2284.46 ▲29.83

負債（B） 資産のうち借金などの返済義務があるもの
（将来の世代が負担するもの） 537.60 688.02 +150.42

純資産（C）（＝A-B） 資産のうち負債を除いたもの
（過去の世代がすでに負担済みのもの） 1776.69 1596.44 ▲180.25

純資産比率（C/A） 資産全体における純資産の割合で、この比率が高いほど
財政運営の安定性が高いと言える 76.8％ 69.9％ ▲6.9ポイント

※▲はマイナスを表します。
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せ
先
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政
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表
）
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５
８
４
）１
１
４
５

　住民サービスを提供するために保有している資産とその成り立ちを示したものです（基準日：平成27年3月31日）。

何が分かるの？

普
通
会
計
ベ
ー
ス

連
結
ベ
ー
ス

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
事

業
、介
護
保
険
事
業
、下

水
道
事
業
な
ど

上
水
道
事
業
、火
葬
場
事

業
、ご
み
処
理
事
業
、消

防
事
業
な
ど

単
体
ベ
ー
ス

b ca

市マスコットキャラクター
かすがくん　あすかちゃん

負債（B）

純資産（C）

①貸借対照表（バランスシート）

※ 連 結 財 務4表 は、財 政 課（ 市 役 所5階 ）、市
ウ ェ ブ サ イ ト(http://www.city.kasuga.
fukuoka.jp/siseijoho/zaisei/kessan/
h26/zaimu4pyou.html)で公表しています。

※民間の企業会計制度との整合性を図り、財産状態を適正に表示するなどの目的で、会計制度が見直されました。
　会計制度移行初年度である平成26年度に限って、会計制度見直しの影響を受け、上下水道事業における負債
（B）が約144億円増え、純資産(C)が約203億円減りました。

平
成
26
年
度
決
算

連
結
財
務
４
表
の
分
析
結
果
を
報
告
し
ま
す
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区分 説明 25年度 26年度 増減

経常行政費用（D） 社会保障関係費や既存施設の維持修繕費など、経常的
な行政サービスを提供するために必要な費用 431.24 449.49 +18.25

経常収益（E） 利用者が負担する施設使用料、手数料などの収入 53.39 48.24 ▲5.15
純行政コスト（D-E） 経常行政費用から経常収益を差し引いた額 377.85 401.25 　+23.40

受益者負担比率
（E/D）

市の事業で実際に利益を受けている人が、事業にかか
る費用をどれくらい負担しているのか、市民間の費用
負担の公平性を示す指標

12.4％ 10.7％ ▲1.7ポイント

区分 説明 25年度 26年度 増減
期初残高（H） 年度当初の純資産の残高 1770.21 1776.69 +6.48
期中変動額（I） 年度中の純資産の変動額 6.48 ▲180.25 ▲186.73
期末残高（H+I） 年度末の純資産の残高 1776.69 1596.44 ▲180.25

住民還元比率
その年度に春日市に住んでいた市民に、その年度の財
源をどのくらい還元できたかを示す指標で、この比率
と100％との差は、インフラ整備などにより将来の世
代のために使われた財源の割合を示す

89.8％ 93.0％ ＋3.2ポイント

区分 説明 25年度 26年度 増減
期初残高（J） 年度当初の現金の残高 65.98 58.30 ▲7.68

期中変動額（K） 年度中の現金の変動額 ▲7.68 3.44 +11.12
期末残高（J+K） 年度末の現金の残高 58.30 61.74 +3.44

基礎的財政収支 借金の借り入れや返済を除く収支で、その時点で必要
な経費を税収などでどれだけ賄えているのかを示す 9.45 3.12 ▲6.33

市債償還可能年数
基礎的財政収支から借金の利払いを差し引いた金額で
収支が一定だと仮定した場合に、市債の完済にあと何
年かかるかを示す指標

− 年（※） − 年（※） − 年

（単位：億円）

（単位：億円）

毎年実施する行政サービスにかかる費用と収入から、受益者負担の状況を示したものです。

純資産（過去の世代の負担で蓄積してきた資産）が、平成26年度中にどれくらい増減したかを示したもので
す。同時に財源の使途なども整理できるため、その年度の収入をその年度にどれくらい住民に還元できたか
も分かります。

平成26年度の現金の出入りを整理したものです。

② 行政コスト計算書

③純資産変動計算書

④資金収支計算書

何が分かるの？

※基礎的財政収支から借金の利払いを差し引いた金額がマイナスとなったことに伴い、市債償還可能年数もマイナスになったため、「−」
で表示しています。

何が分かるの？

何が分かるの？

（単位：億円）

「住民還元比率」が3.2ポイント上昇しました。純行政コストが23億4000万円増えた
こと（理由は「②行政コスト計算書」参照）と、普通会計で基金（市の預金）への積み立て
が前年度よりも少なくなったことが主な要因です。基金の残高自体は、取り崩し額を
積み立て額が上回ったため、約1億4000万円増えています。

平成26年度の「基礎的財政収支」は黒字でしたが、前年度に比べ6億3300万円の減と
なりました。税・保険料などの収入は伸びたものの、支出の伸びがそれを上回ったこ
とが原因です。特に、施設の整備・維持修繕費、社会保障関係経費が伸びています。

前年度に引き続き、「受益者負担比率」が1.7ポイント下がっています。
特定の事業で実際に利益を受けている市民と、そうでない市民との公平性がやや低下
したと言えます。社会保障関係経費や施設の整備・維持修繕費の増に加え、消費増税
により支出が膨らみ、経常行政費用(D)が伸びたことが主な要因です。

市 報 か す が
平成28年2月15日3



4市 報 か す が
平成28年2月15日

特
定
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
広
く
伝
え
る
た
め
に
、
市
立
中
学
校

の
２
年
生
か
ら
募
集
し
た
特
定
健
康
診
査
の
愛

称
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
と
作
品
に
込
め
た
生
徒
の
思
い
を

紹
介
し
ま
す
。

最
優
秀
賞

○
春
日
野
中
学
校

▽
早
期
発
見
！
安
心
健
診

怖
が
ら
ず
に
、
し
っ
か
り
健
診
し
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
し
て
、
病
気
が
早
期
発
見
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。（
有あ

り
む
ら村　

華は
な

）

優
秀
賞

○
春
日
西
中
学
校

▽
気
づ
こ
う
健
診

気
付
く
た
め
！（
小こ

み
や宮

沙さ

な南
）

▽
明
る
く
ニ
コ
ニ
コ
健
診

健
康
診
査
を
し
て
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い

か
ら
。（
水み

ず
え江

朱あ
か
り里

）

▽
花
ま
る
健
診

検
査
で
、
何
も
な
け
れ
ば
笑
顔
の
花
が
咲

き
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
で
き
た

ら
、
よ
か
っ
た
ね
と
、
笑
顔
の
花
が
咲
く

の
で
、
１
０
０
点
満
点
花
丸
と
か
け
ま
し

た
。（
奥お

く
村む

ら
勇ゆ

う
た太

）

▽
楽
し
い
未
来
へ
‼︎
に
っ
こ
り
健
診

長
生
き
を
し
て
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
趣

味
を
見
つ
け
て
楽
し
い
未
来
を
歩
も
う
！

そ
の
た
め
に
は
特
定
健
康
診
査
を
し
っ
か

り
受
け
、
未
来
の
自
分
が
に
っ
こ
り
と
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
！（
藤ふ

じ
た田

愛あ
い
か華

）

○
春
日
野
中
学
校

▽
春
日
い
き
い
き
健
診

春
日
の
人
た
ち
が
毎
日
元
気
で
生
き
生
き

と
過
ご
せ
る
よ
う
に
。（
石い

し
や
ま山

歩ほ

の

か
乃
圭
）

▽
家
族
の
た
め
に
健
診

生
活
習
慣
病
な
ど
で
体
調
を
崩
し
て
悲
し

く
な
る
の
は
、
自
身
だ
け
で
な
く
、
家
族

も
だ
と
思
う
。
家
族
を
悲
し
ま
せ
な
い
よ

う
に
、受
け
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
。

（
中な

か
も
と本

長な
が
と門

）

▽
笑
顔
で
元
気
長
生
き
健
診

病
気
が
見
つ
か
っ
て
も
時
期
が
早
け
れ

ば
、
病
院
に
行
っ
て
治
っ
て
、
長
生
き
し

て
ほ
し
い
。（
楢な

ら
ざ
き﨑

陽は
る
か香

）

▽
１
／
３
６
５
日
行
こ
う
よ
健
診
へ

年
に
１
度
な
ら
行
っ
て
も
い
い
と
思
っ

て
み
ん
な
が
受
け
て
く
れ
る
と
思
う
。

（
都つ

づ々

木き　
唯ゆ

い
）

▽
命
を
守
る
健
診

健
康
診
査
に
よ
っ
て
、
危
険
な
病
気
を
早

期
発
見
で
き
る
と
思
う
の
で
、
自
分
の
命

を
守
る
た
め
に
も
と
い
う
思
い
で
、
こ
の

愛
称
に
し
ま
し
た
。（
福ふ

く
は
ら原

赳た
け
と斗

）

▽
10
年
後
の
自
分
に
ピ
ー
ス
✌︎
健
診

健
診
と
い
う
の
は
、
血
液
を
採
っ
た
り
、

尿
検
査
を
し
た
り
し
て
、
進
ん
で
受
け
る

人
は
決
し
て
多
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
愛
称
は
、
そ
ん
な
人
も
健
診
に
進
ん
で

行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
考
え
て
つ
く

り
ま
し
た
。
愛
称
に
入
れ
た
10
年
後
と
い

う
数
字
は
、
10
年
前
に
不
健
康
だ
と
、
10

年
後
に
ガ
タ
が
出
る
と
よ
く
言
う
の
で
、

「
未
来
」と
い
う
よ
り
も「
10
年
後
」と
い
う

明
確
な
数
字
の
方
が
イ
ン
パ
ク
ト
も
あ

り
、
目
を
引
く
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自

分
に
ピ
ー
ス
は
、
健
診
に
自
分
自
身
の
た

め
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
書
き
ま
し
た
。（
今い

ま
い井

百ゆ

り

か
合
華
）

　
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、
自
分
や
家
族
の
た

め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
病
気
治
療
の
た
め
通

院
中
の
人
も
、
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
年
度
の
受
診
期
限
は
、
２
月
29
日
㈪
で

す
。
１
年
に
１
回
は
必
ず
受
診
し
て
、
健
康
状

態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

市国民健康保険特定健康診査「愛称募集」入賞作品決定
国保年金課 国保担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

◁1月15日、市役所で、入賞
者と市長の意見交換会が
行われました。市長は「地
域や家族を大切に思って
いるのが伝わる素晴らしい
愛称を出してもらった。これ
を機に、自分の健康につい
ても関心を持ってもらいた
い」と感想を述べました。

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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待
望
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設

「
春
日
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
」が
４
月
に
開
館
し
、
４
月
11
日

㈪
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
開
館
の
記
念
事
業

と
し
て「
春
日
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
と
ス

ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
事
前
の
参

加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
参
加
申

込
書
は
、２
月
15
日
㈪
以
降
、ス
ポ
ー

ツ
課
窓
口
、
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
那
珂
川
町
中な

か
ば
る
ひ
が
し

原
東
１
ー
４
ー
１
）、

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
昇
町
２
ー

３
）、
温
水
プ
ー
ル
、
市
役
所
総
合

案
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
city.kasuga.fukuoka.jp/

）か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
体
験（
初
心

者
向
け
、
要
申
し
込
み
）　　
　
　

　
憧
れ
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら

直
接
指
導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

普
段
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
な
い

子
ど
も
た
ち
で
も
、
ア
ス
リ
ー
ト
の

皆
さ
ん
が
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
る

の
で
、
２
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生

日
程
・
内
容

▽
４
月
９
日
㈯

ラ
グ
ビ
ー
、
卓
球

▽
４
月
10
日
㈰

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

定
員　
各
日
60
人　

申
込
方
法　

３
月
15
日
㈫
ま
で

に
、
参
加
申
込
書
を
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
提
出
す
る

○
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
＆
あ
こ
が
れ

の
ア
ス
リ
ー
ト
ト
ー
ク
シ
ョ
ー（
競

技
経
験
者
向
け
、
要
申
し
込
み
）

　
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ポ
ー

ツ
を
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ

ん
に
直
接
指
導
し
て
も
ら
え
ま
す
。

プ
ロ
の
技
術
を
間
近
で
見
て
刺
激
を

受
け
、
こ
れ
か
ら
の
競
技
に
役
立
て

ま
せ
ん
か
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
終
了
後
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
直
接
話
す
こ

と
が
で
き
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
実
施

し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生
の

各
競
技
経
験
者

日
程　

▽
４
月
９
日
㈯

ラ
グ
ビ
ー
・
卓
球

▽
４
月
10
日
㈰

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

定
員　
各
競
技
40
人

申
込
方
法　

３
月
15
日
㈫
ま
で

に
、
参
加
申
込
書
を
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
提
出
す
る　

○
栄
養
学
講
座（
申
し
込
み
不
要
）

　
成
長
期
の
子
ど
も
に
対
応
し
た
栄

養
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　
４
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

時
間　
午
後
２
時
〜
３
時

演
題　
成
長
期
の
子
ど
も
、
食
事
の

と
り
方

▽
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
食
事
は
、
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
よ
り
も
た
く
さ
ん

必
要
!?

▽
お
や
つ
、
間
食
、
お
菓
子
っ
て
同

じ
こ
と
？

▽
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
な
！
今
こ
そ

コ
ツ
コ
ツ
た
め
て
丈
夫
な
骨
を
！

定
員　
各
日
１
０
０
人
程
度

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
課

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
６
ー

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）

☎（
５
７
１
）３
２
３
４（
代
表
）

F（
５
８
５
）１
６
３
４

総合スポーツセンター開館記念行事を行います
スポーツ課 スポーツ担当　☎（571）3234（代表）　F（585）1634

八
や ぎ

木香
か お り

里さん 大
おおやま

山妙
た え こ

子さん永
な が た

田睦
む つ こ

子さん 大
おおはた

畑大
だいすけ

介さん四
よつもと

元奈
な お み

生美さん小
お ぐ ら

椋久
く み こ

美子さん

栄養学講座 チャレンジスポーツ・スポーツクリニック

管理栄養士 女子バスケットボール元日本代表 ラグビー元日本代表プロ卓球選手女子バドミントン
元日本代表
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各
種
軽
自
動
車
税
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

○
二
輪
の
軽
自
動
車

　

原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
、

軽
二
輪
、
小
型
二
輪
の
税
率
が
、
表

１
の
と
お
り
上
が
り
ま
す
。

○
四
輪
以
上
お
よ
び
三
輪
の
軽
自
動
車

　
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
最
初

の
新
規
検
査
を
受
け
た
四
輪
以
上
お

よ
び
三
輪
の
軽
自
動
車
の
税
率
が
、

表
２
の
と
お
り
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観

点
か
ら
、
最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13

年
を
経
過
し
た
車
両
に
つ
い
て
も
、

税
率
が
表
２
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

○
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）に
つ
い
て

　
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28

年
3
月
31
日
ま
で
に
新
規
検
査
を
受

け
た
、
四
輪
以
上
お
よ
び
三
輪
の
軽

自
動
車
の
環
境
性
能
が
基
準
を
満
た

す
場
合
は
、平
成
28
年
度
の
税
率
が
、

表
３
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
所

有
し
て
い
る
車
両
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

※
車
両
を
新
た
に
所
有
し
た
場
合
や
廃

車・譲
渡
し
た
場
合
、住
所
が
変
わ
っ

た
場
合
は
す
ぐ
に
所
定
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

平成28年度軽自動車税が変わります
税務課 市民税担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

車両区分 平成28年度から
の税率（年額）

原付

50cc以下 2000円
50cc超〜90cc以下 2000円
90cc超〜125cc以下 2400円

ミニカー 3700円

小型特殊
農耕作業用 2400円

その他 5900円
軽二輪（125cc超〜250cc以下） 3600円

小型二輪（250cc超） 6000円

車種区分
税率（年額）

最初の新規検査を受けた時期 最初の新規検査から13年を
経過した車両（重課）平成27年3月31日以前 平成27年4月1日以降

三輪 3100円 3900円 4600円

四輪
以上

乗用
営業用 5500円 6900円 8200円
自家用 7200円 1万800円 1万2900円

貨物用
営業用 3000円 3800円 4500円
自家用 4000円 5000円 6000円

■表2

■表1 ■表3

※最初の新規検査とは、その車両が初めて車両番号指定（ナンバープレート交付）を受けることです。
※新規検査を受けた時期は、自動車検査証に記載された「初度検査年月」で確認できます。
※平成28年度から重課になるのは、最初の新規検査が平成14年以前の車両です。

（A） 電気自動車または天然ガス自動車（ポスト新長期規制からNO×10%低減）
（B） 乗用：平成32年度燃費基準＋20%達成車、貨物用：平成27年度燃費基準＋

35%達成車
（C） 乗用：平成32年度燃費基準達成車、貨物用：平成27年度燃費基準＋15%達成車
※燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄で確認できます。

飲酒運転撲滅キャンペーン「生命のメッセージ展」開催
　福岡都市圏17市町は共同で、飲酒運転撲滅キャン
ペーンを展開しています。この活動の一環として、
春日市役所で「生命のメッセージ展」を開催します。
　「メッセンジャー」と呼ばれる、飲酒運転などで命
を奪われた犠牲者一人一人の等身大の人型オブジェ
を展示し、オブジェの胸元には本人の写真や家族の
言葉を貼り、足元には「生きた証」である靴を置き、
命の大切さを訴えます。
　ぜひ見学し、飲酒運転の恐ろしさや命の大切さを

実感してください。
期間　2月17日㈬〜26日㈮（土・日曜日を除く8日間）
時間　午前8時30分〜午後5時
場所　市役所1階アトリ

ウム
問い合わせ先　行政管

理課企画担当
☎（584）1111（代表）
F（584）1145

昨
年
の
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

（
春
日
市
役
所
）

車種区分 税率（年額）
A B C

三輪 1000円 2000円 3000円

四輪
以上

乗用 営業用 1800円 3500円 5200円
自家用 2700円 5400円 8100円

貨物用 営業用 1000円 1900円 2900円
自家用 1300円 2500円 3800円
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
を
口
座
振
替
に
す
る

と
、
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
掛
か
ら
ず
、

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る

前
納
制
度
に
は
割
引
が
あ
り
、「
１
カ
月
」、「
６
カ
月
」、「
１

年
」、「
２
年
」の
前
納
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月
29

日
㈪
ま
で
に
預
貯
金
口
座
を
持
っ
て
い
る
金
融
機
関
か
、

年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料（
平
成
27
年
度
の
場
合
）

○
毎
月
払
い（
翌
月
末
口
座
振
替
、
現
金
納
付
両
方
可
）

１
万
５
５
９
０
円
×
12
カ
月
＝
18
万
７
０
８
０
円

○
１
カ
月
前
納（
口
座
振
替
の
み
）

１
万
５
５
４
０
円（
50
円
割
引
）

○
６
カ
月
前
納

▽
口
座
振
替　
９
万
２
４
８
０
円（
１
０
６
０
円
割
引
）

▽
現
金
納
付　
９
万
２
７
８
０
円（
７
６
０
円
割
引
）

○
１
年
前
納

▽
口
座
振
替　
18
万
３
１
６
０
円（
３
９
２
０
円
割
引
）

▽
現
金
納
付　
18
万
３
７
６
０
円（
３
３
２
０
円
割
引
）

○
２
年
前
納（
口
座
振
替
の
み
）

36
万
６
８
４
０
円（
１
万
５
３
６
０
円
割
引
）

前
納
制
度
に
よ
る
口
座
振
替
日（
平
成
28
年
度
）

▽
１
カ
月
前
納　
当
月
末

▽
６
カ
月
前
納　
5
月
2
日
㈪
、
10
月
31
日
㈪

▽
１
年
・
２
年
前
納　
5
月
2
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　
南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
２
８

F（
５
４
１
）７
６
４
９　

国民年金保険料の支払いは口座振替で
国保年金課 年金担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
を
対
象

と
し
た
、
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、

運
動
習
慣
等
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
こ
の
結
果
を
基
に
、
市
教
育
委
員
会
と

各
学
校
は
、
体
力
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
各
種
目
の
平
均
値
な
ど
の
詳
し

い
情
報
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.city.kasuga.fukuoka.jp/

）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

実
施
種
目　
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座

体
前
屈
、反
復
横
跳
び
、20
ｍ
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
、
50
ｍ
走
、
立
ち
幅
跳

び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ（
中
学

生
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
）　

平成27年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1153

小学校 中学校

5年男子 5年女子 2年男子 2年女子

全国 53.8 55.18 41.89 49.08

福岡県 54.05 54.76 41.56 48.16

春日市 55 56.21 43.12 50.28

■平成27年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
（体力合計点）

※体力合計点とは、各種目の結果を10点満点に換算した
「種目別得点」の合計点（80点満点）の平均値です。

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
開
催
す

る
議
会
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
２
月
26
日
㈮　

本
会
議（
議
案
の
上

程
、
提
案
理
由
の
説
明
）

▽
３
月
１
日
㈫　

本
会
議（
議
案
質
疑

な
ど
）、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
２
日
㈬
・
３
日
㈭　
各
常
任
委
員
会

▽
４
日
㈮　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
７
日
㈪　

本
会
議（
補
正
予
算
議
案

等
採
決
）、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
８
日
㈫　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
９
日
㈬　
各
常
任
委
員
会

▽
11
日
㈮　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
15
日
㈫･

16
日
㈬　
本
会
議（
一
般
質

問
）

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
予
定
で

す
。

▽
18
日
㈮　

各
常
任
委
員
会（
議
案
採

決
）

▽
22
日
㈫　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
議
案
採
決
）

▽
23
日
㈬　

各
常
任
委
員
会（
閉
会
中

の
調
査
事
件
の
調
整
な
ど
）

▽
24
日
㈭　

本
会
議（
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
）

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。　

市議会３月定例会を傍聴しませんか
議事課 議事担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1146

（点）
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１
月
12
日
、
春
日
市
と
リ

ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
が
パ
ソ
コ
ン
回
収
の
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
同
社
に
パ
ソ
コ
ン
回
収
を
依
頼

し
た
場
合
の
料
金
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
消
去
ソ
フ
ト
が

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
排
出
で
き
ま
す（
消
去
証

明
書
の
発
行
は
有
料
）。
パ
ソ
コ

ン
の
処
分
方
法
の
１
つ
と
し
て
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
が
行
う
回

収
リ
サ
イ
ク
ル
も
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
リ
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
」(http://w

w
 

w
.renet.jp/)

と
検
索
し
、
申

込
フ
ォ
ー
ム
で
希
望
日
時
な
ど

必
要
事
項
を
入
力
す
る
。

②
パ
ソ
コ
ン
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な

ど
に
詰
め
る
。

※
箱
は
、
３
辺
の
合
計
が
１
４ 

０
㎝
以
内
で
、
重
さ
20
㎏
以

内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

③
希
望
し
た
日
時（
最
短
翌
日
）

に
、
回
収
に
来
た
宅
配
業
者
に

引
き
渡
す
。

宅配便によるパソコンの無料回収事業を開始
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1147

引
っ
越
し
な
ど
で
多
量
の
ご
み
が

出
る
場
合
は
、
ル
ー
ル
に
従
っ

て
計
画
的
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ご
み

　
粗
大
ご
み
は
、
１
回
に
つ
き
３
品

ま
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
毎
月

20
日（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
の
場

合
は
前
営
業
日
）の
午
後
４
時
ま
で

に
、
地
区
の
担
当
収
集
業
者
に
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
区
の
担
当
収
集
業
者
は
、
春
日

市
正
し
い
ご
み
の
出
し
方
か
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
city.kasuga.fukuoka.jp/
lifeevent/gom

idashi.htm
l

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
臨
時
収
集

　
多
量
の
ご
み
の
運
搬
を
、
地
区
の

担
当
収
集
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
通
常
の

ご
み
出
し
と
同
じ
よ
う
に
指
定
袋
や

粗
大
ご
み
シ
ー
ル
を
使
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
臨
時
の
収
集

料
金
が
別
途
必
要
で
す
。

○
自
己
搬
入

　

｢

燃
え
る
ご
み｣

と｢

燃
え
な
い
ご

み｣

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
場
に
自

分
の
車
両
で
搬
入
で
き
ま
す
。

※
手
数
料
は
い
ず
れ
も
10
㎏
ご
と
に

１
４
０
円
で
す
。

▽
燃
え
る
ご
み（
要
予
約
）

予
約
・
持
込
日
時　
月
〜
土
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時

予
約
先　
自
己
搬
入
ご
み
事
前
受

付
セ
ン
タ
ー

☎（
４
３
３
）８
２
３
４

持
込
先　
ク
リ
ー
ン・エ
ネ・パ
ー

ク
南
部（
下
白
水
１
０ 

４
ー
５
）

▽
燃
え
な
い
ご
み（
予
約
不
要
）

持
込
日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝
休

日
を
除
く
）、
第
３
日
曜

日午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30

分
、
午
後
１
時
〜
４
時

持
込
先　

春
日
大
野
城
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園

６
ー
２
）

○
古
紙
や
古
布
な
ど
の
資
源
物
回
収

　
地
域
の
集
団
回
収
や
古
紙
等
回
収

倉
庫
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
回
収
日
時
な
ど
、
詳
し
く
は
各
地

区
公
民
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

○
市
で
処
理
で
き
な
い
も
の

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品

（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）

や
消
火
器
な
ど
、
市
で
処
理
で
き
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、ご
み
減
量
推
進
課（
市

役
所
３
階
）に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

引っ越しごみの出し方に注意
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1147

４月１日から燃えないごみの出し方が変わります
　「ごみが重くて出すのが大変」などの市民の皆さん
の要望に応えるため、4月1日㈮から、燃えないごみ
の戸別収集を開始します。これに併せて、ごみ出し
日と収集回数も変更します。
　詳しくは、市報かすが1月15日号か市ウェブサイ
ト（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/contents/

news_13614.html）、市報かすが3月15日号折込の「平
成28年度版正しいごみの出し方」を確認してください。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
※燃えるごみの出し方に変更はありません。
問い合わせ先　ごみ減量推進理課ごみ減量担当

☎（584）1111（代表）　F（584）1147
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公
共
下
水
道
は
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
水
や
雑
排
水
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
河
川
な
ど
に
返
す
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
水
質
保

全
の
た
め
の
重
要
な
施
設
で
す
。
平
成
10
年
度
に
は
、

下
水
道
普
及
率
１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
下
水
道
が
１
０
０
％
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
下
水
道
処
理
区
域
内
の
全
て
の
家
庭
と
事
業
所
が

下
水
道
を
利
用
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
く
み
取
り
便
所
は
、
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
こ
と

が
下
水
道
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
建
物
は
、
浄
化
槽

を
廃
止
し
て
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
浄
化
槽
の

清
掃
や
法
定
点
検
も
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
水
洗
化
が
済
ん
で
い
な
い
建
物
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
早
め
に
水
洗
化
の
工
事（
排
水
設
備
工
事
）を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

水
洗
化
の
工
事
を
行
う
際
は
、
市
の
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
の
業
者
に
施
工
の
依
頼
を
し
て
く

だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
の
一
覧
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w

w
.city.kasuga.fukuoka.jp/life/

lifestyle/suido/koujitenlist.htm
l

）で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
以
外
の
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
な
ど
が
施
工

し
た
場
合
、
市
の
検
査
を
経
て
い
な
い
た
め
、
下
水
道

使
用
料
の
請
求
漏
れ
や
そ
の
他
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
水
洗
化
の
工
事
を
行
い
、
す
で
に
下
水
道
を

利
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
下
水
道
使
用
料
の

請
求
が
な
い
人
は
、
下
水
道
課（
市
役
所
３
階
）ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水洗化促進にご協力を
下水道課 庶務担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1143

平
成
28
年
度
春
日
市
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
受
け
付
け

を
、
３
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
使
用
す
る
月
の
前
月
１
日
か
ら
、
窓

口
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
請
は
前
月
２
日

か
ら
）。

※
期
間
外
に
申
請
が
で
き
る
特
例
申
請

な
ど
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日　
３
月
１
日
㈫

※
予
約
申
請
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
団

体
登
録
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

使
用
可
能
期
間　
４
月
11
日
㈪
以
降

使
用
可
能
時
間　

▽
体
育
館　
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

▽
屋
外
施
設　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※
休
館
日
は
、
毎
月
第
３
月
曜
日
で
す

（
第
３
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
、
最

も
近
い
後
営
業
日
）。

申
込
先　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
受
付
窓
口

（
大
谷
６
ー
24
ふ
れ
い
あ
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）

問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
課

総合スポーツセンター利用受け付け開始
スポーツ課 スポーツ担当　☎（571）3234（代表）　F（585）1634

平
成
28
年
度
白
水
大
池
公
園
多
目
的
広

場
の
独
占
的
使
用
を
希
望
す
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

※
練
習
な
ど
で
の
使
用
は
原
則
認
め
ま
せ

ん
。

対
象　
全
市
的
規
模
以
上
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
大
会

な
ど

使
用
可
能
期
間　
４
月
１
日
㈮
〜
平
成
29
年

３
月
31
日
㈮　

※
芝
の
養
生
期
間
や
他
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
が
入
っ
て
い
る
場
合
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

使
用
可
能
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

年
間
使
用
募
集
日
数　
５
日
間

※
各
団
体
原
則
１
日
と
し
ま
す
。

施
設
使
用
料　
１
時
間
当
た
り
１
６
２
０
円

照
明
使
用
料　
１
時
間
当
た
り
３
２
４
０
円

※
市
外
団
体
は
10
割
増
し
の
料
金
で
す
。　

申
込
・
使
用
調
整
方
法　
２
月
23
日
㈫
〜
３

月
３
日
㈭
に
、
直
接
窓
口
で
申
請
す

る

※
申
請
後
抽
選
を
し
、
当
選
者
に
は
連
絡
し

ま
す
。

抽
選
結
果
発
表
日　
３
月
11
日
㈮

※
抽
選
後
に
空
き
が
生
じ
た
場
合
は
、
申
込

先
着
順
で
す
。

申
込
先　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
受
付
窓
口（
大

谷
６
ー
24
ふ
れ
い
あ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）

問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
課

白水大池公園多目的広場の使用希望団体募集
スポーツ課 スポーツ担当　☎（571）3234（代表）　F（585）1634
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業務内容　市内小・中学校における英語の授業補助、外国
語教材の作成、語学力コンテストなどの補助、教員研
修の補助、特別活動および課外活動の補助など

対象　次の全てに該当する人
▷英語を母国語とし、標準的な英語を話す能力がある
▷出入国管理および難民認定法に定める在留資格「教育」も

しくは「配偶者」ビザ、「永住者」ビザを持っている
▷市内およびその近隣に居住し、市内の小・中学校に通勤

できる
▷日本語能力試験Ｎ3級以上または同程度以上の日本語能

力がある
▷小・中学校で英語指導を行うことができる資格を有する

か、行った経験がある
任用期間　4月1日㈮〜平成29年3月31日㈮（更新の場合

あり）
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
※授業参観などで土日勤務の場合があります。
勤務時間　午前8時15分〜午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）
勤務場所　市内小・中学校
報酬　月額30万円程度（有給休暇・社会保険・雇用保険・

交通費制度あり、賞与なし）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接（3月4日㈮予定）
応募方法　2月29日㈪（必着）までに、ＡＬＴ応募用紙、パ

スポート（在留資格のページを含む）の写し、外国人登
録証の写し、最終学校卒業証明書の写し、現在他社と
契約中の場合は契約書の写しを提出する（郵送可）

※ＡＬＴ応募用紙は、市ウェブサイト（http://www.city.
kasuga.fukuoka.jp/）から入手できます。応募者の中か
ら選考し「ＡＬＴ（外国語指導助手）」として、平成29年3
月31日㈮まで登録を行います。任用は、登録者から必
要に応じて行います。
応募先　学校教育課学校教育担当（〒816ｰ8501春日市役

所4階）

ＡＬＴ（外国語指導助手）（嘱託） 問い合わせ先　学校教育課学校教育担当
（584）1111（代表） F（584）1153

市嘱託職員を募集します

業務内容　小学6年生のクラスで30人以下の学級編制を
行っている小学校の授業補助

対象　小学校教員免許を有する人
任用期間　4月7日㈭〜平成29年3月31日㈮（更新の場合

あり）
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時15分〜午後4時45分（途中60分の休憩

あり）
勤務場所　市内小学校
報酬　月額19万3000円程度（有給休暇・社会保険・交通

費制度あり、賞与なし）
※4月は日割りで計算します。

募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接（3月3日㈭）
応募方法　2月26日㈮（必着）までに、履歴書（Ａ4版市販

の様式）と小学校教員免許の写し（平成28年4月1日以
降有効な免許状）を提出する（郵送可）

※なお、応募者の中から選考し、「少人数学級編制対応講師」
として、平成29年3月31日㈮まで登録を行います。任
用は、登録者の中から必要に応じて行います。
応募先　学校教育課学校教育担当（〒816ｰ8501春日市役

所4階）

少人数学級編制対応教師（嘱託） 問い合わせ先　学校教育課学校教育担当
（584）1111（代表） F（584）1153

市民図書館を休館します
　蔵書点検とフロア整備のため、2月22日㈪から29
日㈪まで、図書館を休館します。移動図書館たんぽ
ぽ号も運休します。休館中の返却は、返却ポストを

利用してください。
問い合わせ先　社会教育課図書館担当

☎（584）4646　F（584）3900



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

春日の伝統をつないで

春日の婿押し・小倉の嫁ごの尻たたき
　1月 10日、春日神社で国指定重要無形民俗文化財「春日の婿押
し」が行われました。春日地区で前年に結婚した夫婦を祝う祭り
で、400年以上の歴史を持つ、全国的にも珍しい年中行事です。
　祭りは、左

さぎっちょ
義長、子どもの樽

たる
取り、宿の行事、樽

たる
せり、拝殿揉

も

みなどの一連の行事からなります。宿の行事で、2組の新婚夫婦
が披露された後、大勢の観客が見守る中、締め込み姿の男たちが勢いよく御

み
池
いけ
へ飛び込み、樽

たる
を競り合いました。

　また、1月 16日には、小倉の住吉神社で、6年ぶりに「嫁ごの尻たたき」が行われました。小倉地区で前年に結婚
した夫婦を祝い、参拝に訪れた花嫁のお尻を、待ち受けてい
た子どもたちがわらで作った棒でたたくという風変わりな祭
りです。尻たたきには、嫁がこの地（小倉）に居付くように、
子宝に恵まれるように、という願いが込められていると言わ
れています。
　神前で氏子たちと神事を行った後、新婦は、待ち受けてい
た同地区の子どもたちにぽんぽんとお尻をたたかれ、祝福を
受けました。

◁
御
池
で
の
樽
せ
り
。一
斉
に
御
池
に
飛

び
込
み
、樽
を
奪
い
合
い
ま
す

▷
嫁
ご
の
尻
た
た
き
。神
前
で
地
区
の
氏

子
た
ち
と
共
に
お
は
ら
い
を
受
け
る
新

郎
新
婦

健康増進、運動に親しむきっかけづくり

第41回春日市走ろう大会
　1月17日、白水大池公園で、市・市教育委員会・市体育協会主催の
第41回春日市走ろう大会を開催しました。7歳〜 75歳の合わせて
184人が参加し、寒空の下、一生懸命ゴールを目指しました。

◁
趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装
で
盛
り

上
が
っ
た
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
３

周（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部
）

○入賞者　※敬称略
【2.2kmの部】
▷中学生男子　宇

う の
野泰

たい き
生

▷中学生女子　副
そえじま
嶋夏

なつ き
葵

▷一般男子　内
うちむら
村要
ようすけ
介

▷一般女子　髙
たかはし
橋裕

ゆう こ
子

【5kmの部】
▷高校生〜 29歳男子　大

おおた
田駿
しゅんすけ
介

▷高校生〜 29歳女子　田
たなか
中美

み き
希

▷30歳〜 39歳男子　古
ふるかわ
川佳

よし き
樹

▷30歳〜 39歳女子　三
み え の
重野由

ゆ か
香

▷40歳〜 59歳男子　湯
ゆあさ
浅俊

とし お
男

▷60歳〜 69歳男子　中
なかの
野良
よしあき
明

▷60歳〜 69歳女子　江
えがわ
川芳

よし こ
子

▷70歳以上男子　大
おおにし
西　要

かなめ

【10kmの部】
▷高校生〜 29歳男子　芥

あくたがわ
川宗

むね き
樹

▷高校生〜 29歳女子　長
ながと
戸香

かな え
苗

▷30歳〜 39歳男子　真
ま こ
子　輝

あきら

▷30歳〜 39歳女子　金
かねこ
子智

とも み
美

▷40歳〜 59歳男子　山
やまもと
本洋
ひろあき
彰

▷40歳〜 59歳女子　梅
うめづ
津敦

あつ こ
子

▷60歳〜 69歳男子　藤
ふじえ
江正

まさ お
雄

▷70歳以上男子　箕
みいの
野雄

ゆう じ
次　

【リレーマラソン】
○5周の部
▷1位　春日・大野城・那珂川消防本部A
▷2位　春日市サッカー部
▷3位　春日・大野城・那珂川消防本部
○パフォーマンスの部　最優秀賞
ヒノデモンキーズ
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春日西中学校学校運営協議会

文部科学大臣表彰受賞
　春日西中学校学校運営協議会が、平成 27年度優れた「地域による学校支
援活動」推進にかかる文部科学大臣表彰を受賞しました。
　これは、学校、家庭、地域が協力して学校や子どもたちの教育活動を支
援する活動のうち、特に優れたものに与えられる表彰です。同協議会の、
小中学校、地域、ＰＴＡなどの校区内の情報を掲載した地域情報誌「ネビュ
ラ」の発行、地域住民や大学生ボランティアが希望生徒に学習支援を行う放
課後星

せいうんじゅく
雲塾・土曜星雲塾など、その他幅広い活動が評価され、今回の受賞につながりました。

　1月 5日、受賞の報告に市役所を訪れた同協議会会長の五
い そ が わ
十川さんは「コミュニティ・スクール春日西中は、発足

10周年を迎え、さらなる高みを目指します。学校運営協議会の仕組みを通じて、地域の皆さんの視線が、理解から
協力へ、さらに企画へとふくらみ、地域の教育力が育つことを願っています」と将来への期待を語りました。

△受賞の報告に市役所を訪れた、右から村本
（むらもと）校長、森松（もりまつ）さん、五十
川会長、市長、山本（やまもと）教育長

市民の安全と安心を守る決意を新たに

平成 28年消防出初式
　春日市、大野城市、那珂川町の消防団員 369人と春日・大野城・那珂川
消防本部の職員 132人が参加した消防出初式が、1月 10日、大利中学校（大
野城市上大利）で行われました。
　式では多くの観客が見守る中、３消防団が、方向変換訓練や小型ポンプ
操法訓練などの展示訓練を披露。春日市消防団は、ポンプ車を用いて消火
活動を行うポンプ車操法を行い、今年も引き続き、市民の安全と安心を守る決意を新たにしました。

△ポンプ車操法を披露する春日市消防団員

春日ベース・ハウスの会

米軍ハウスを巡ってまち歩き
　昨年、春日ベース・ハウスの会主催の米軍ハウスまち歩きイベントが開催
され、学生約 50人と市民 15人が、それぞれ参加しました。
　現在の航空自衛隊春日基地がある場所には、戦後から昭和 47年にかけて
米軍基地があり、一部の兵隊の宿舎として、春日や大野城、福岡市博多区な
どに、米軍ハウスが約 1200 戸建てられていました。基地返還後には日本
人が住むようになり、現在でも 50戸ほど残っています。
　一級建築士でもある同会会長の中

な か の
野さんがその存在を知り、地域に残る貴重な遺産として、ハウスとそこにまつわ

る人々の記憶を記録・保存しようと、同会を発足しました。
　この日は、公民館でハウスに関する説明を受けた後、参加者たちは、徒歩で 15戸のハウスを見学。最後に、ハウ
スを改造した喫茶店アニパニでコーヒーを飲みながら、当時を知る参加者の話などを、興味深そうに聴いていました。
※ハウスには、現在も住んでいる人がいます。見学や写真撮影は、居住者の了承を得てから行ってください。

△米軍ハウスを見学する参加者たち

12市 報 か す が
平成28年2月15日
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イ
ベ
ン
ト

遊
び
に
お
い
で
！

春
の
ふ
れ
あ
い
体
験
王
国

　
竹
細
工
や
昔
あ
そ
び
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
を
提
供
す
る「
春
の
ふ

れ
あ
い
体
験
王
国
」を
開
催
し
ま
す
。

家
族
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
び
に
来
ま

せ
ん
か
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
、
１
０
０
円
で

全
て
の
体
験
が
で
き
ま
す（
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
は
１
人
１
回
ま
で
）。

　
詳
し
く
は
、
小
学
校
で
配
布
し
た
チ

ラ
シ
を
見
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

日
時　
２
月
28
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）　

※
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
工
事

に
伴
い
、
駐
車
場
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容　
竹
細
工
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

紙
細
工
、
箸
り
ん
ぴ
っ
く
、
昔

あ
そ
び
な
ど

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
、
保
護

者
同
伴
で
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
材
料

の
数
に
限
り
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

博
多
座「
市
民
半
額
観
劇
会
」

ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
Ⅱ「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」

　
博
多
座
の
公
演
が
、
半
額
で
観
劇
で

き
ま
す
。

日
程
・
時
間

▽
４
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
10
日
㈰

午
後
４
時
30
分
〜

▽
４
月
４
日
㈪
・
６
日
㈬
・
７
日
㈭

午
前
11
時
〜
、
午
後
４
時
30
分
〜

▽
４
月
８
日
㈮

午
前
11
時
〜

場
所　
博
多
座（
福
岡
市
博
多
区
下し

も
か
わ川

端ば
た
ま
ち町
２
ー
１
）

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

Ａ
席
９
０
０
０
円

（
通
常
１
万
８
０
０
０
円
）

※
取
り
扱
い
手
数
料
と
し
て
、
１
枚

４
０
０
円（
２
枚
の
場
合
は
７
０
０

円
）と
振
替
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

定
員　
各
回
１
０
０
人（
応
募
者
多
数

の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
２
月
23
日
㈫（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、
は
が
き
に
希

望
公
演
日
時（
１
通
１
公
演
）、

参
加
人
数（
２
人
ま
で
）、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
送
る

申
込
先　
〒
810
ー
８
７
９
９
日
本
郵
便

㈱
福
岡
中
央
郵
便
局
留「
市
民

半
額
会
」宛
て

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）日
本
演
劇
興

行
協
会
市
民
半
額
会
事
務
局

☎（
７
５
１
）８
２
５
８（
平
日
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
の
み
の
受
け

付
け
で
す
。

第
２
８
回

耳
の
日
イ
ベ
ン
ト

　
耳
の
話
題
を
中
心
に
、
日
常
生
活
に

役
に
立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、
自
由
に
出
入
り
で

き
ま
す（
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
講
演
会
な

ど
）。

日
時　
３
月
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ソ
ラ
リ
ア
プ
ラ
ザ
１
階
ゼ
フ
ァ

特
設
ス
ペ
ー
ス（
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
２
ー
２
ー
43
）

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
地
区
耳
鼻
咽
喉

科
専
門
医
会
・
宿
久
耳
鼻
咽
喉

科

☎（
５
７
４
）４
１
８
７

F（
５
７
４
）４
１
８
６

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、
食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
２
月
25
日
㈭
、
３
月
15
日
㈫

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
１
時
間
程
度
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
紹
介

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
や
不
正

ア
ク
セ
ス
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
の

被
害
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る

上
で
必
要
な
情
報
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
掲
載
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
国
民
を
守
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

サ
イ
ト

　
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
す
。

http://w
w

w
.nisc.go.jp/

security-site/

▽
こ
こ
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
！

　
警
察
庁
、
総
務
省
、
経
済
産
業

省
を
は
じ
め
と
す
る
官
公
庁
と
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
界
団
体
や
民
間

企
業
が
合
同
で
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
す
。

http://w
w

w
.ipa.go.jp/

security/
kokokara/

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111



14市 報 か す が
平成28年2月15日

申
込
方
法　
２
月
15
日
㈪
〜
３
月
９
日

㈬
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子

ど
も
の
名
前
･
性
別
・
生
年
月

日
、
託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
お
出
掛
け
デ
ビ
ュ 

ー
や
友
達
づ
く
り
を
応
援
す
る
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士
で

交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

対
象　

平
成
27
年
９
〜
12
月
生
ま
れ

（
生
後
２
〜
６
カ
月
）の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

日
程　
３
月
４
日
㈮
、
８
日
㈫

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
16
日
㈫
〜
29
日
㈪

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
居
住
地

区
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp環　

境

環
境
講
座「
始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活
」

新
聞
紙
バ
ッ
グ
と
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

　
新
聞
紙
で
紙
袋
や
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作

り
、
環
境
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
２
月
24
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

２
階
実
習
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
15
日
㈪
〜
22
日
㈪

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
後
日
、
持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
の
詳

細
を
知
ら
せ
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

ga
.

fukuoka.jp

子
育
て

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
を
対
象
と
し
た
、
離
乳
食
の

作
り
方
や
進
め
方
を
学
ぶ
教
室（
離
乳

食
中
期
以
降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　
託
児（
１
人
３
０
０
円
、
先
着
15
人
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象　
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
の
保
護

者

日
時　
３
月
23
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
50
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
託
児
に
必

要
な
道
具（
名
前
を
記
入
）

　

春
日
に
は
、
牛
の
地
名
も
あ
り
ま
す
。

小
倉
の
ケ
ン
牛
と
須
玖
の
牛う

し
ま
ち町

で
す
。

ケ
ン
牛
は
、
小
倉
の
丘
陵
地
帯
に
あ
り
ま

す
。
ケ
ン
牛
は
、
七
夕
の
牽け

ん
ぎ
ゅ
う
せ
い

牛
星（
彦
星
）

を
連
想
さ
せ
ま
す
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な

名
前
が
付
い
た
の
か
は
分
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
は
、
須
玖
の
牛
町
に
つ
い
て
少

し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
町
と
付
い
て
い

ま
す
が
、
町
村
の
町
で
は
な
く
小
さ
な
区

画
を
意
味
し
ま
す
。
現
在
の
住
居
表
示
で

は
日
の
出
町
２
丁
目
、
精
華
女
子
短
期
大

学
が
そ
の
場
所
で
す
。
こ
こ
に
昔
、
牛
が

た
く
さ
ん
い
た
と
か
、
牧
場
が
あ
っ
た
と

か
い
う
こ
と
は
聞
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の

に
な
ぜ「
牛
」と
い
う
地
名
が
付
い
た
の
か
、

正
確
な
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
こ
の
場
所
の
立
地
条
件
か
ら
考

え
て
み
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
春
日
市

中
央
部
の
丘
陵
地
帯
の
西
側
に
沿
っ
て
流

れ
て
き
た
諸
岡
川
と
、
小
倉
か
ら
自
衛
隊

と
Ｊ
Ｒ
九
州
南
福
岡
電
車
区
の
間
を
流
れ

て
き
た
へ
ち
ご
川（
境
川
）に
挟
ま
れ
て
い

て
、
両
河
川
は
牛
町
の
先
で
合
流
し
て
い

ま
す
。
牛
町
は
、
河
川
に
囲
ま
れ
た
低
地

で
す
。

　

水
を
制
御
す
る
た
め
、
古
来
よ
り

日
本
で
使
わ
れ
て
き
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
木
を
三
角
す
い
形
に
組
み
合
せ
て
作

り
、
川
の
中
に
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が

牛
に
似
て
い
た

の
で「
牛う

し
わ
く枠

」や

「
牛う

し
く
い杭

」な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
河
川
で
問

題
が
起
こ
り
そ

う
な
と
こ
ろ
に

設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
２
つ
の
河
川
が
合
流
す
る
と
こ
ろ
は
非

常
に
危
険
で
す
。
へ
ち
ご
川
は
牛
町
の
少

し
上
流
で
、
自
衛
隊
の
中
を
流
れ
て
き
た

沖
の
川
と
さ
ら
に
合
流
し
て
い
ま
す
。
諸

岡
川
と
へ
ち
ご
川
は
二
重
に
合
流
し
て
い

る
の
で
す
。
洪
水
の
危
険
の
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。
牛
の
付
く
地
名
を
洪
水
な
ど
の
災

害
地
名
と
指
摘
す
る
専
門
家
も
い
ま
す
。

牛
は
動
物
の
牛
で
は
な
く
ど
う
や
ら
水
に

関
係
す
る
地
名
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
し
納
得
で
き
る
地
名
の「
牛
町
」で
す
。

　
春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺て

ら
さ
き崎
直な
お
と
し利

 

春
日
風
土
記

第312号

　
春
日
の
地
名
　
そ
の
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
牛
＝

△牛枠
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問い合わせ先　環境課
☎（584）1111（代表） F（584）1147

春日市のごみについて
　市の平成26年度のごみ排出量は2
万9681トン（市民1人当たり約264
㎏）で、25年度と比べると、人口の
増加に伴い微増しました。
　排出されたごみの処分には、多額
の費用を必要とするだけでなく、Ｃ
Ｏ2も排出されるため、環境に多大
な影響を与えます。現在は技術の進
歩により、焼却の熱を利用した発電
や煙の無害化などが進んでいます
が、地球の限りある資源を有効に使
うためにも、ごみ減量の意識を持つ
ことは非常に大切です。
　そこで今回は、ごみ減量の取り組
みを紹介します。
○マイバッグ運動

　買い物にマイバッグを持ってい
くことで、レジ袋を削減すること
ができる、一番身近なエコ活動で
す。市では、街頭啓発などでマイ
バック運動を推進しています。ぜ
ひ取り組んでみましょう。
○生ごみ堆肥化

　ダンボールコンポストや生ごみ
処理機で生ごみを堆肥化すること
で、ごみの排出量を減らせるだけ
でなく、植物などの育成にも使え
ます。自分に合った方法で取り組
んでみましょう。生ごみ処理機な
どの購入費用の補助制度もありま
すので、問い合わせてください。
○うちエコ講座

　市は、家庭で簡単にできるエコ
の方法を教える「うちエコ講座」を
開催しています。新聞紙でのバッ
グ製作、廃油石けん作りなど、ご
み減量にもつながるテーマで実施
しています。講座情報は、市報や
総合情報メールで発信していま
す。ぜひ参加してみてください。

講
演
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
支
え
る
た
め
の
方
法
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　
受
講
者
に
は
、「
認
知
症
の
人
を
支

援
し
ま
す
」と
い
う
意
思
を
示
す
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
渡
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用
料

が
必
要
で
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

日
時　
２
月
28
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木

苑（
星
見
ヶ
丘
１
ー
７
ー
１
）

演
題　
認
知
症
の
基
礎
知
識
と
対
応
の

方
法
に
つ
い
て

講
師　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
２
月
16
日
㈫
以
降
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
窓
口
の
い

ず
れ
か
で
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

ナ
ギ
の
木
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
法
講
習
参
加
者
募
集

　
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
防

止
、
手
当
て
や
家
庭
内
で
の
看
病
、
災

害
時
の
乳
幼
児
支
援
の
方
法
を
学
び
ま

す
。

対
象　
15
歳
以
上

日
程　
３
月
16
日
㈬
〜
18
日
㈮　

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
同
社
同
支
部（
福
岡
市
南
区
大お

お

楠ぐ
す
３
ー
１
ー
１
）

参
加
費　
１
８
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、
実

技
が
で
き
る
服
装（
ズ
ボ
ン
な

ど
）、
昼
食

申
込
方
法　
３
月
４
日
㈮
ま
で
に
、
往

復
は
が
き（
当
日
消
印
有
効
）、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w

w
.fukuoka.

jrc.or.jp/

）の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
む

※
申
込
事
項
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見

る
か
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
社
同
支
部

事
業
一
課
講
習
担
当（
〒
815
ー

８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

家
庭
教
育
学
級
公
開
講
座

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
〜
い
た
だ
き
ま
す
と
い
う
こ
と
〜

　
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
大
切

な
食
。
命
が
あ
る
も
の
を
い
た
だ
き
生

き
て
い
る
私
た
ち
。
も
う
一
度
、「
命

の
大
切
さ
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

　
託
児（
６
カ
月
〜
３
歳
、
１
人
３
０ 

０
円
、
先
着
10
人
、
要
申
し
込
み
）、

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記（
要
申
し
込
み
）

も
あ
り
ま
す
。

日
時　
２
月
26
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午

前
９
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー

24
）

※
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
工
事

に
伴
い
、
駐
車
場
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

講
師　
佐さ

と
う藤
剛ご
う
し史
さ
ん（
九
州
大
学
大

学
院
農
学
研
究
院
助
教
）

申
込
方
法

▽
託
児

２
月
16
日
㈫
の
午
前
10
時
〜
18
日
㈭

の
午
後
５
時
に
、
電
話
で
申
し
込
む

（
市
内
居
住
者
優
先
）

▽
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

２
月
18
日
㈭
ま
で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０
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いきいき体操
　

生
活
習
慣
病
は
、
医
療
費
の
約
３

割
、
死
因
の
約
半
数
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
要
介
護
状
態
の
原
因
の
約

４
割
は
脳
血
管
疾
患
が
関
与
し
て
お

り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
、
介
護

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
日
頃
の
生
活
で

予
防
で
き
ま
す
。
次
の
こ
と
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

▽
今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か
す

　
10
分
多
く
体
を
動
か
す
だ
け
で
、

死
亡
や
生
活
習
慣
病
、
が
ん
の
危

険
性
を
３
〜
４
％
減
ら
せ
ま
す
。

▽
塩
分
は
控
え
め
に

　

塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧

や
動
脈
硬
化
の
原
因
で
す
。

▽
野
菜
を
た
く
さ
ん
摂
る

　

野
菜
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
に

は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。

▽
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　
お
酒
は
中
性
脂
肪
を
増
や
し
や

す
い
た
め
、
飲
み
過
ぎ
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▽
禁
煙
す
る

　

た
ば
こ
は
、
が
ん
や
脳
卒
中
な

ど
の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
上
手
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

　
過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
、
心
身
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

▽
規
則
正
し
い
睡
眠
で
十
分
な
休
息

を
　
睡
眠
は
、
食
事
や
運
動
と
同
様
、

良
い
生
活
習
慣
を
作
る
３
本
柱
の

１
つ
で
す
。

　

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と

も
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、
年
に
１
度

健
康
診
査
を
受
診
し
て
、
自
分
の
健

康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て

　家の中に閉じこもりがちにな
る季節だからこそ、家の中でス
トレッチをやってみましょう。
お尻のストレッチ体操
①左脚を椅子の横からはみ出す

ようにして椅子に座る。
②つま先、膝が同じ方向に向く

ように気を付けながら脚を大
きく後ろに伸ばす。

③息をゆっくり吐きながら左腰
を前に出し、
左 脚 の 付 け
根 を10秒 伸
ばす。

④反対側も同
様に行う。

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室

受
講
者
募
集

　
点
訳
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を

目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

　
点
字
や
視
覚
障
が
い
者
の
支
援
に
関

心
が
あ
り
、
全
日
程
参
加
で
き
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

期
間　
４
月
５
日
㈫
〜
６
月
28
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日（
全
12
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館（
福
岡
市
中
央
区

長な
が
は
ま浜
１
ー
１
ー
34
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
３
月
１
日
㈫
の
午
前
９
時

30
分
以
降
に
、
電
話
で
申
し
込

む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
開
発

㈱
点
字
教
室
係

☎（
７
５
１
）４
０
７
０

F（
７
１
５
）１
１
４
８

募　

集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

抽
選
方
式

　
平
成
28
年
度
第
１
回
県
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

申
込
期
間　
２
月
29
日
㈪
〜
３
月
８
日

㈫

募
集
す
る
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県

営
住
宅

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申

込
期
間
中
の
み
管
財
課（
市
役
所
５

階
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）に
設
置
し
ま
す
。
数
量
が

な
く
な
り
次
第
配
布
を
終
了
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
３
７
）３
１
８
３

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

各
種
訓
練
生
募
集

　
同
校
は
、
平
成
28
年
度
自
動
車
整
備

科
、メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、建
築
科（
２

回
目
）、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
前
期
）の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
や
申
込
方
法
、
定
員
、

料
金
な
ど
、
詳
し
く
は
同
校
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w
w

w
.fukuoka-

kunren.net/

）を
見
る
か
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
期
間

▽
自
動
車
整
備
科
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

科４
月
〜
平
成
30
年
３
月（
２
年
間
）

▽
建
築
科

４
月
〜
平
成
29
年
３
月（
１
年
間
）

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

４
月
〜
10
月（
６
カ
月
間
）

試
験
日　
３
月
18
日
㈮

申
込
期
限　
３
月
11
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
校

☎
０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
５

F
０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
３

修
学
旅
行
の
ひ
と
こ
ま

　
昨
年
の
９
月
に
実
施
し
た
修
学

旅
行
は
、例
年
の
体
験
学
習
か
ら
、

鹿
児
島
市
内
で
の
班
別
課
題
解
決

学
習
を
中
心
に
し
た
も
の
へ
と
変

更
し
ま
し
た
。

　
班
別
課
題
解
決
学
習
と
は
、
班

ご
と
に
課
題
を
設
定
し
、
訪
問
先

や
移
動
ル
ー
ト
・
手
段
、
調
査
内

容
な
ど
を
全
て
班
員
で
考
え
て
行

う
学
習
で
す
。
中
に
は
、
鹿
児
島

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
利

用
す
る
班
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
班
別
活
動
が
終
わ

り
、
鹿
児
島
市
観
光
協
会
の
人
と

話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
春
日
野
中
学
校
の
生
徒
さ
ん

に
は
、
観
光
ガ
イ
ド
は
無
用
で
す

よ
。
事
前
の
調
べ
を
し
っ
か
り
し

て
来
て
い
て
、
私
た
ち
と
同
じ
レ

ベ
ル
で
話
が
で
き
ま
す
し
、
マ

ナ
ー
も
立
派
で
す
。
こ
ち
ら
の
方

が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら

の
話
に
、
本
校
生
徒
の
姿
を
大
変

誇
り
に
思
っ
た
ひ
と
こ
ま
で
し

た
。

　
春
日
野
中
学
校
長　
亀か
め
だ田

誠せ
い
じ治

輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち



市 報 か す が
平成28年2月15日17

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所（無料）　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（金曜日は18時〜20時30分）／福岡県男女
共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

子育て支援センター
　　　　　（須玖南2‒120すくすくプラザ内）
　☎（584）1010　F（584）7739

ファミリー・サポート・センターを知っていますか
　「ファミリー・サポート・センターかすが」は、子育ての
手伝いをして欲しい人（おねがい会員）と子育ての手伝いを
したい人（まかせて会員）が相互援助活動する会員組織です。
　子どもが健やかに育ち、子育てしている人たちが安心し
て社会生活できる環境づくりを目的としています。
　同センターのアドバイザーが、おねがい会員の依頼内容
に合ったまかせて会員を探し、顔合わせを行います。
　まかせて会員の自宅でゆったりと預かってもらえたり、
小中学生がいる家庭などでは、家族ぐるみでかわいがって
もらえたりもします。実家が遠い、知り合いがいない場合
など、ぜひ利用してみてください。
○おねがい会員（おねがい会員説明会受講後登録）
対象　市内に居住または勤務しており、生後３カ月〜小
学６年生の子どもがいる人

○まかせて会員

　救急救命や子どもの病気、遊びなどの講習後、会員と
なり子どもたちを預かります。
対象　市内に居住している人
○どっちも会員（おねがい・まかせて両方）
対象　市内に居住している人
料金
▷月〜土曜日（祝休日を除く）
午前7時〜午後7時：1時間当たり600円
午後7時〜10時：1時間当たり780円
▷日曜日・祝休日
午前7時〜午後10時：1時間当たり780円
申込・問い合わせ先　同センターかすが（すくすくプラザ
内）

※月曜日から金曜日の午前8時30分から午後5時まで開い
ています（祝休日・年末年始を除く）。
☎（584）7700　F（584）7739

　

大
学
時
代
、
私
は
混
声
合
唱

団
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
毎

年
定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る
の

で
す
が
、
５
年
に
１
度
、
記
念

定
期
演
奏
会
と
称
し
、
Ｏ
Ｂ
と

現
役
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
を
開
催

し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
年
が
、

50
回
目
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す

▼
私
が
現
役
の
と
き
は
、
部
員

数
は
50
人
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
当
時
、
福
岡
は
合
唱
王
国

と
呼
ば
れ
、
大
学
や
社
会
人
の

合
唱
団
は
活
気
に
満
ち
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
時
代
で
し
ょ
う

か
、
サ
ー
ク
ル
離
れ
、
合
唱
離

れ
が
進
み
、
廃
部
に
な
っ
た
と

こ
ろ
も
ち
ら
ほ
ら
。
我
が
サ
ー

ク
ル
の
来
年
度
の
体
制
は
と
い

う
と
、
４
年
２
人
、
３
年
１

人
、
２
年
１
人
。
寂
し
い
限
り

で
す
。
そ
れ
で
も
、
現
役
は
合

唱
に
情
熱
を
傾
け
て
く
れ
て
い

ま
す
▼
合
同
ス
テ
ー
ジ
の
曲
が

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
戴た
い
か
ん
し
き

冠
式
ミ
サ

曲
に
決
ま
り
ま
し
た
。
管
弦
楽

の
伴
奏
も
付
け
る
予
定
で
す
。

50
回
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
演

奏
会
に
な
る
よ
う
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

K



奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
☎（
５
０
１
）１
１
４
４
　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

　
市
内
の
各
所
に
、
古
い
時
代
の
石
造
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
上
白
水
６
丁
目
に
あ
る
庚こ

う
し
ん
と
う

申
塔
は
、
市
内
に
12
個
残
る
庚
申

塔
の
一
つ
で
す
。
毎
年
掛
け
替
え
ら
れ
る
立
派
な
し
め
縄
の
下

に
は
、
猿さ

る
た
ひ
こ
だ
い
じ
ん

田
彦
大
神
の
大
き
な
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
庚
申
塔
は
、
中
国
の
道ど

う
き
ょ
う教

に
は
じ
ま
る
庚
申
信
仰
に
基
づ
い

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
60
日
に
一
度
お
と
ず
れ
る
庚か

の
え
さ
る申

の

日
に
、
人
間
の
体
内
に
い
る
三さ

ん
し尸

の
虫
が
、
人
が
眠
っ
て
い
る

う
ち
に
抜
け
出
し
て
天て

ん
て
い帝

に
悪
事
を
告
げ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
た
め
、
村
人
た
ち
は
徹
夜
で
飲
食
や
話
を
し
て
告
げ
口
を
防

ご
う
と
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
信
仰
の
集
ま
り
が
村
々
で
長
く

行
わ
れ
、
そ
れ
を
記
念
し
て
江
戸
時
代
以
降
各
地
で
盛
ん
に
石

塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
庚
申
塔
は
、
村
の
出
入
り
口
の
道
沿
い
に
建
て
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
あ
ら
ゆ
る
災
い
が
村
に
入
る
こ
と
を
防
ぐ
神

様
の
役
割
も
し
て
い
ま
す
。

上
白
水
地
区
の
文
化
財

〜
道
端
の
神
様
　
庚
申
塔
〜

△高さ141㎝
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